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小酒井不木と江戸川乱歩 

～純国産・探偵小説とＳＦの誕生～

資料展示 

『生命神秘論』 小酒井不木の本名「光次」の署名がある 

『ハイネ評伝』 不木の友人、広小路伯爵の著作 

『闘病術』 不木の大ベストセラー、序に岡戸武平への謝辞がある 

『不木・乱歩・私』 不木の助手を務めた岡戸武平が語る秘話 

『鬼の言葉』 江戸川乱歩著、「平井太郎」の寄贈者票がある 

パネル展示 

小酒井不木・江戸川乱歩 年譜 

小酒井不木・江戸川乱歩 名古屋文学地図 

小酒井不木・江戸川乱歩を中心とする名古屋ゆかりの文学者相関図 

小酒井不木・江戸川乱歩 名古屋ゆかり年表とエピソード集 

小酒井不木を青空文庫で読む 

恋愛曲線 人工心臓 名古屋スケツチ 好色破邪顕正 

※これらの作品には、今日からみれば、不適切と受け取られる可能性のある表現があります。
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展示資料 

『ハイネ評伝』 
藤浪水処著 洛陽堂 大正 5年 

水処は広小路伯爵の異名をもつ洋装紳士。

不木の紹介で、洛陽堂から出版するはこび

となった。不木の解説付き。 

『生命神秘論』 
小酒井光次著 洛陽堂 大正 4年 

小酒井不木が本名で出版した処女出版。表

紙見返し（遊び）に「光次」の署名がある。 

『闘病術』 
小酒井不木著 春陽堂 昭和 2年 

初版は大正 15年発行で、またたくまにベス

トセラーとなった。序で岡戸武平の助力に

感謝の意を表している。 

 

『不木・乱歩・私』 
（名古屋豆本 第 32集） 

岡戸武平著 亀山巌 昭和 49年 

岡戸武平は不木の助手で、新聞社時代には

乱歩の同僚だった。第一回直木賞候補者で

もある。 

『鬼の言葉』 
江戸川乱歩著 春秋社 昭和 11年 

表紙見返し（効き紙）に乱歩の本名「平井太

郎」と書かれた寄贈者票が貼り付けてある。 

（左は初版本） 



『闘病問答』口絵より 

小酒井 不木（こさかい ふぼく） 
1890年 10月 8日～1929年 4月 1日 

海部郡蟹江町出身 本名は小酒井光次 

名古屋市中区御器所町（現昭和区）に暮らす。 

医学博士、小説家・随筆家。「鳥井零水」の筆名で海外探偵

小説の翻訳もおこなった。 

江戸川乱歩の「二銭銅貨」を激賞して世に送り出すととも

に、休筆宣言した乱歩を誘って小説合作組合「耽綺社」を

結成するなど終生乱歩を助けた。また、乱歩の熱心なすす

めで自らも創作をはじめ、豊富な医学知識に基づいた作品

を手掛けた。「人工心臓」や「恋愛曲線」は日本におけるＳ

Ｆの先駆的作品であり、自らの闘病生活を綴った随筆『闘

病術』は大ベストセラーとなった。 

俳人としての顔も持ち、助手を務めた岡戸武平らと「拈華

句会」で共に活動した。 

略年譜 

明治 23（1890） 10月 8日、蟹江村村長・小酒井半兵衛の長男として誕生 

明治 35（1902） 愛知県立第一中学校に入学（現在の旭丘高校） 

大正 3 （1914） 東京帝国大学医科大学卒業、直後に大学院に入り生理学・血清学を専攻 

大正 4 （1915） 処女出版物『生命神秘論』を洛陽堂から出版 

大正 6 （1917） 研究のために留学、探偵小説に魅了されエドガー・アラン・ポーに傾倒する 

大正 9 （1920） 病によって帰国、その後東北大学教授となるが現地に赴くことなく療養生活に入る 

大正 10（1921） 医学博士の学位を取得 

大正 12（1923） 江戸川乱歩の「二銭銅貨」の批評を森下雨村（『新青年』編集長）に依頼された不木は、

これを激賞して乱歩を世に送り出す 

10月 29日、名古屋市中区御器所町に新築を建て家族で転居する 

大正 14（1925） 1月、自宅に江戸川乱歩がはじめて訪ねてくる 

このとき乱歩から創作を書くようしきりにすすめられる 

大正 15（1926） 「恋愛曲線」、「人工心臓」を発表、『闘病術』がベストセラーになる 

昭和 2 （1927） 江戸川乱歩ら新進作家と合作組合「耽綺社」を結成 

昭和 4 （1929） 4月 1日、急性肺炎のため死去 

死後、江戸川乱歩や岡戸武平の尽力により『小酒井不木全集』が刊行される 
参考： 『小酒井不木随筆評論選集 第 8巻』本の友社，2004年 

『小酒井不木』（叢書『新青年』）博文館新社，1994年 

『子不語の夢 江戸川乱歩小酒井不木往復書簡集』浜田雄介編，乱歩蔵びらき委員会発行，2004年 

『闘病術』は刊行から

約８か月で 130版を超

えるベストセラーと

なった。

『生命神秘論』

の「光次」の署名

みつじ 

ねんげ 

たんきしゃ 



『江戸川乱歩アルバム』河出書房新社より 

江戸川 乱歩（えどがわ らんぽ） 
1894年 10月 21日～1965年 7月 28日 

三重県名張市生 本名は平井太郎 

幼少期から青年期にかけて名古屋で暮らす。 

早稲田大学に入学後、ポーやドイルなどの探偵小説を耽

読。大学卒業後、職を転々とするも、『二銭銅貨』で小酒井

不木に見いだされる。以後、探偵小説作家として活躍。 

探偵小説の本質の究明に努めたほか、海外探偵小説界の事

情を紹介した。還暦を機に江戸川乱歩賞を制定し、雑誌「宝

石」の編集経営に参画。紫綬褒章を授けられた。 

社団法人日本推理作家協会の初代理事長を務めた。

略年譜 

明治 27（1894） 10月 21日、三重県名張町に生まれる 

明治 30（1897） 家族とともに名古屋市園井町に転居（中学卒業までに名古屋市内で 4回転居） 

明治 34（1901） 名古屋白川尋常小学校入学（現在の栄小学校） 

「大阪毎日新聞」掲載の菊池幽芳『秘中の秘』に夢中になり、探偵ものに興味をもつ 

明治 40（1907） 愛知県立第五中学校入学（のちに熱田中学と改称、現在の瑞陵高校） 

明治 45（1912） 父親が事業に失敗し第八高等学校進学を諦める 

家族で朝鮮へ移住後、学問への夢断ち切れず、単身帰国 

大正２（1913） 早稲田大学政治経済学科進学 

大正４（1915） 初の探偵小説執筆、『火縄銃』を雑誌「冒険世界」に送るも不採用 

大正５（1916） 早稲田大学卒業後、貿易商に就職、1年で辞職し、以来職を転々とする 

大正 12（1923） 小酒井不木に見いだされ『二銭銅貨』が雑誌「新青年」誌上に載る 

大正 13（1924） 大阪市に転居、作家専業を決意 

大正 14（1925） 『Ｄ坂の殺人事件』で明智小五郎が初登場 

大正 15（1926） 一家で東京牛込区に転居、新聞に『一寸法師』を連載 

昭和２（1927） 休筆を宣言し各地を放浪、小酒井不木の気遣いで合作組合耽綺社に参加 

『押絵と旅する男』の原稿を大須ホテルの便所に捨てる 

昭和 11（1936） 『怪人二十面相』を「少年倶楽部」に連載 

昭和 36（1961） 紫綬褒章を受章 

昭和 38（1963） 社団法人日本推理作家協会認可、初代理事長に就任 

昭和 40（1965） 7月 28日、脳出血により死去 

参考： 『乱歩と名古屋』小松史生子／著 風媒社 2007年 

『現代作家辞典 新版』大久保典夫 東京堂出版 1982年 

『私の履歴書 第 3集』日本経済新聞社／編 日本経済新聞社 1957年 

鶴舞中央図書館所蔵

の『二銭銅貨』（左、昭

和 21年再発行）と『鬼

の言葉』（右）

『鬼の言葉』の表紙

見返しに「平井太郎」

と書かれた寄贈者票

がある



不
木
が
乱
歩
に
送
っ
た
葉
書
（
大
正
十
四
年
）

御
手
紙
及
び
賀
状
頂
き
ま
し
た
。
早
速
御
返
事
し
や
う
と
思
ひ
乍

ら
つ
い
〳
〵
御
無
礼
致
し
ま
し
た
。 

「
Ｄ
坂
」
の
後
読
の
感
想
も
森
下
さ
ん
へ
は
書
い
て
置
き
乍
ら
あ

な
た
に
申
上
な
い
こ
と
を
思
ひ
出
し
ハ
ツ
と
思
ひ
ま
し
た
。
感
服

致
せ
し
こ
と
は
勿
論
で
す
。 

近
く
に
東
上
の
よ
し
是
非
御
立
寄
り
下
さ
い
。
御
待
ち
し
て
居
ま

す
。
私
の
家
は
わ
か
り
に
く
い
か
ら
一
寸
左
に
申
上
ま
す
。「
電

車
鶴
舞
公
園
前
下
車
、
公
園
を
貫
き
、
動
物
園
わ
き
、
い
も
ん
橋

を
渡
り
、
南
へ
五
六
軒
歩
み
東
へ
曲
が
り
、
だ
ら
〴
〵
坂
五
六
丁

上
り
北
側
で
す
。
」
委
細
は
拝
眉
し
た
上
に
譲
り
ま
す
。一

月
七
日

乱歩の定宿・大須ホテル 

御器所町北丸屋の小酒井邸 

乱
歩
が
語
る
不
木
の
思
い
出
話
（
昭
和
四
年
）

肱
掛
椅
子
の
凭
り
心
地

江
戸
川
乱
歩 

『
鶴
舞
公
園
の
慰
問
橋
を
渡
つ
て
二
つ
目
の
角
を
左
へ
』
と
タ
キ
シ
イ
の
運
転
手
に
命

じ
た
こ
と
が
、
こ
の
四
年
間
に
、
幾
十
度
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
『
ア
ヽ
、
そ
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
土
手
の
あ
る
家
だ
。
』
と
云
つ
て
、
私
は
車
を
止
め
止
め
し
た
。
そ
こ
に

小
酒
井
さ
ん
の
家
が
あ
る
。
門
を
這
入
る
と
正
面
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
小
さ
な
洋

館
の
窓
が
見
え
、
窓
の
鉄
格
子
の
ま
は
り
を
、
蔦
が
這
つ
て
い
る
。
丁
度
そ
の
窓
の
内

側
に
小
酒
井
さ
ん
の
大
型
の
書
物
机
が
あ
つ
て
、
時
と
す
る
と
、
案
内
を
乞
は
ぬ
先
に
、

そ
の
窓
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
、
主
人
の
笑
顔
が
私
を
迎
へ
る
こ
と
も
あ
つ
た
。 

―
―
中
略
―
―

私
が
最
も
小
酒
井
さ
ん
に
接
近
し
た
の
は
、
一
昨
年
の
秋
か
ら
暮
に
か
け
て
ゞ
あ
つ

た
。
そ
れ
は
耽
綺
社
の
集
り
の
為
に
名
古
屋
へ
行
く
こ
と
が
度
々
で
あ
つ
た
か
ら
で
は

あ
る
が
、
耽
綺
社
の
会
合
の
外
に
、
小
酒
井
さ
ん
と
二
人
で
話
し
合
ふ
機
会
が
非
常
に

多
か
つ
た
。 

―
―
中
略
―
―

『
私
は
種
が
沢
山
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
君
の
筆
で
書
い
て
下
さ
る
と
い
ゝ
。
こ
れ
か
ら

は
、
フ
イ
ツ
シ
エ
兄
弟
と
い
つ
た
調
子
で
、
当
分
二
人
の
名
で
合
作
を
し
よ
う
で
は
な

い
か
』
な
ど
ゝ
、
私
が
種
に
困
つ
て
ゐ
る
の
を
知
つ
て
、
親
切
に
勧
め
て
下
す
つ
た
の

も
そ
の
当
時
で
あ
る
。 

私
達
は
、
小
酒
井
さ
ん
の
二
階
の
八
畳
の
客
間
に
寝
転
ん
で
、
薄
暗
い
卓
上
電
燈
の

下
で
、
色
々
な
こ
と
を
話
し
合
つ
た
も
の
で
あ
る
。
私
も
随
分
勝
手
な
こ
と
を
喋
り
、

先
輩
を
批
評
す
る
様
な
口
さ
へ
利
い
た
が
、
小
酒
井
さ
ん
も
、
す
つ
か
り
よ
そ
行
き
の

態
度
を
捨
て
ゝ
、
親
し
み
ば
か
り
の
人
に
な
ら
れ
た
。
一
緒
に
お
宅
の
風
呂
へ
這
入
り
、

床
を
並
べ
て
寝
物
語
り
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。

―
―
中
略
―
― 

小
酒
井
さ
ん
の
思
出
話
を
書
く
つ
も
り
で
、
そ
の
実
な
ん
に
も
書
い
て
ゐ
な
い
様
な

気
が
す
る
け
れ
ど
、
故
人
の
こ
と
は
い
く
ら
書
い
て
も
書
き
尽
せ
ぬ
気
持
だ
し
、
約
束

の
枚
数
に
も
達
し
た
の
で
、
外
の
こ
と
は
他
の
機
会
に
譲
つ
て
、
一
先
づ
筆
を
擱
く
。 

『
新
青
年
』
昭
和
四
年
六
月
号

耽綺社の会合場所・寸楽園 

江戸川乱歩・旧宅跡記念碑 

名古屋ゆかりの文学者

小酒井不木・江戸川乱歩 名古屋文学地図 

鶴舞町・鶴舞公園 

北練兵場 

名古屋停車場 

名古屋が舞台の不木・乱歩の小説 

☆☆☆ 📖『疑問の黒枠』

☆☆☆ 📖『好色破邪顕正』

☆☆☆ 📖『大雷雨夜の殺人』

☆☆ 📖『通夜の人々』

☆☆☆ 📖『ふたりの犯人』

☆☆☆ 📖『酩酊紳士』

☆☆☆ 📖『石榴』

☆☆☆ 📖『幽鬼の塔』

☆ 📖『猟奇の果』

（☆は名古屋が登場する程度、名古屋度） 

左より長谷川伸、国枝史郎、江戸川乱歩、土師清二、小酒井不木、岩田準一、平山蘆江 

市立名古屋図書

館

新舞子に不木の別荘 

向かいは、国枝史郎の自宅 

不木が通った愛知県立第一中学校 

乱歩が通った愛知県立第五中学校 

中村遊郭 

大須公園 

『ふたりの犯人』 

ここで考えると事件の 
糸口が見つかることが多いらしい 

『通夜の人々』 

私立探偵・野々口雄三の 

自宅兼事務所がある 

『大雷雨夜の殺人』 

死んだ男のスーツケースを 
何者かが受け取ってしまう 

『酩酊紳士』 

鶴舞公園前の駐在所に 

亀田巡査が勤めている 

『疑問の黒枠』 

名古屋でも指折りの富豪・村井

の

『大雷雨夜の殺人』 

オペラ・コミック団の男が犯人

『幽鬼の塔』 

事件の背景を調べに名古屋へ

市立図書館で新聞を調べる 

出典：『名古屋市居住者全図 昭和 4年・8年』、『名古屋市史資料写真集』、『名古屋観光案内』、『名古屋名妓』、『江戸川乱歩アルバム』、『名古屋案内地図』、『尾張新舞子海水浴場』（絵葉書）、『子不語の夢』 

の娘が身を隠していると推理 とみて、探偵が会いに行く



 

名古屋ゆかりの文学者相関図

 

拈華
ね ん げ

句会 
不木が武平に遊び半分で「俳句

会をやろう」といいだしてはじ

まった句会 

博文館の雑誌 

『新青年』 

耽綺
た ん き

社 
七本松の寸楽園に毎月１度集まった 

森下
もりした

雨村
う そ ん

 

1890-1965 

『新青年』の編集長。

外国の探偵小説の紹

介と、日本の探偵小説

家の育成に尽力。自ら

も創作を行う。 

横溝
よこみぞ

正史
せ い し

 

1902-1981 

金田一耕助を生み出し

た探偵小説家。乱歩の

招きに応じて上京。『新

青年』編集長時代、放浪

する乱歩を追いかけて

名古屋へ。 

①「二銭銅貨」を

投稿 

江戸川
え ど が わ

乱歩
ら ん ぽ

 

幼少年・青年期を名古屋で過

ごす。日本初の純国産探偵小

説「二銭銅貨」でデビューし、

不木を終生「先生」と呼んだ。 

③「二銭銅貨」を絶賛 

乱歩のデビューを助ける 

④不木邸で初対面 

不木に創作をすすめる 

潮山
しおやま

長三
ちょうぞう

1892-1931 

矢場町生まれ。名古屋

新聞の記者で、『闇の

杜心中』を連載。 

殿
との

島
しま

蒼人
そうじん

 

1897-1970 

演劇評論家、昭和区丸

屋町に住む。名古屋新

聞勤務時代に、全国に

さきがけて紙上に映画

欄、釣魚欄を設ける。 

杉浦
すぎうら

冷
れい

石
せき

 

1896-1977 

俳人。戦後「白桃」

を創刊。 

小沢静生 

桃山葱雨 

岡戸
お か ど

武平
ぶ へ い

 

1897-1986 

不木の文筆を助け、不木逝

去後に上京、不木全集を編

纂。その後作家活動に入

り、第 1回直木賞候補。戦

争中に有松へ疎開し、その

まま名古屋に定住した。 

長谷川
は せ が わ

伸
しん

 

1884-1963 

横浜生まれの小説家。 

土師
は じ

清二
せ い じ

 

1893-1977 

岡山生まれの小説家。 

平山
ひらやま

蘆江
ろ こ う

 

1882-1953 

神戸生まれ。長谷川伸

とともに『大衆文芸』

を創刊。都々逸、小唄

の作詞も。 

国枝
くにえだ

史郎
し ろ う

 

1887-1943 

長野生まれの小説家。

新舞子に転居。 

小酒井
こ さ か い

不木
ふ ぼ く

 

医学博士。江戸川乱歩を見出

した文学者で、日本のＳＦ小

説の先駆者とも。鶴舞公園近

くに居宅跡がある。 

藤浪
ふじなみ

水処
すいしょ

 

1886-1938 

久屋町生まれの翻訳

家。著作に『ハイネ評

伝』。洋装紳士で広小

路伯爵の異名も。 

 

1890-1929 1894-1965 

小説合作組合 

 

小酒井不木・江戸川乱歩を中心とする 



小酒井不木・江戸川乱歩 名古屋ゆかり年表 
和暦（西暦） 小酒井不木（本名：小酒井光次） 江戸川乱歩（本名：平井太郎） 

明治 23（1890） 0 10月 8日 蟹江村（現蟹江町）で誕生 

明治 27（1894） 4 10月 21日 三重県名張町（現名張市）で誕生 0 

明治 30（1897） 7 
名古屋市園井町（現中区）に転居（中学卒業までに市内で

４回転居、園井町→葛町→南伊勢町→栄町→南伊勢町） 
3 

明治 34（1901） 11 名古屋白川尋常小学校（現栄小学校）に入学 7 

明治 35（1902） 12 愛知県立第一中学校（現旭丘高校）に入学 8 

明治 40（1907） 17 愛知県立第一中学校を卒業、第三高等学校（京都）に入学 愛知県立第五中学校（現瑞陵高校）に入学 13 

明治 43（1910） 20 東京帝国大学医科大学（現在の東大医学部）に入学 16 

大正 4（1915） 25 洛陽堂から『生命神秘論』を処女出版 21 

大正 12（1923） 33 

1 月 雑誌『新青年』編集長の森下雨村から乱歩の「二銭銅貨」が外国作品の模倣でないか確認の依頼を受けた不木

は、「二銭銅貨」が日本ではじめて生まれた探偵小説だと保証し、長文の賞賛推薦の辞を送る 

29 4月 『新青年』に「『二銭銅貨』を読む」を寄稿 4月 『新青年』掲載の「二銭銅貨」でデビュー 

 7月 不木と乱歩の手紙のやりとりがはじまる 

10月 名古屋市中区御器所町（現昭和区）に転居  

大正 13（1924） 34 11月 手紙で乱歩に作家専心をすすめる 大阪毎日新聞社を退社し、文筆のみを決意 30 

大正 14（1925） 35 
 1月 乱歩が小酒井不木邸をはじめてたずねる  

このとき乱歩からしきりに創作をすすめられ、不木は小説を書くようになる 
31 

大正 15（1926） 36 1月「恋愛曲線」「人工心臓」を発表 32 

昭和 2（1927） 37 

4月 休筆を宣言し各地を放浪 

33 
11月 不木が唱道した小説合作組合「耽綺社」第 1回会合（名古屋寸楽園） 

出席者は江戸川乱歩、小酒井不木、国枝史郎、長谷川伸、山下利三郎、横溝正史 

この年の末 大須ホテルの便所に原稿を捨てる 

昭和 4（1929） 
4月 1日 急性肺炎にて死去（38歳） 4月 2日 不木の葬儀に列席のため名古屋へ赴く 

5月 岡戸武平と『小酒井不木全集』の出版に尽力 
35 

昭和 40（1965） 後に蔵書や資料の一部が蓬左文庫へ 7月 28日 脳出血で死去（70歳） 

不木① 

乱歩① 

乱歩② 

乱歩④ 

乱歩⑤⑥ 

不木②③ 

乱歩③ 

不木⑤ 

不木④ 

不木⑥ 

乱歩を追いかける 

『新青年』編集長 



小酒井不木エピソード集 

1. 不木と水処、二人の友情の証

2. 大正十二年、自ら設計した家に移住

3. 父親としての小酒井不木

4. 『不木・乱歩・私』 岡戸武平が語る秘話

5. 国枝史郎が語る小酒井不木

6. 小酒井不木文庫と資料（蓬左文庫について）

10 



□ト

不
木
と
水
処
、
二
人
の
友
情
の
証

昭
和
三
年
の
広
小
路
、
大
須
界
隈
、
中
村
遊
郭
を
観
察
し
た
不

木
（
本
名 
光
次
）
の
随
筆
「
名
古
屋
ス
ケ
ツ
チ
」
に
、
広
小
路
伯

爵
の
異
名
を
も
つ
洋
装
紳
士
が
登
場
す
る
。
こ
の
広
小
路
伯
爵
こ

そ
、
愛
知
県
立
第
一
中
学
校
（
現
旭
丘
高
校
）
の
同
窓
の
先
輩
、
藤

浪
水
処
（
本
名

由
之
）
で
あ
る
。
不
木
と
水
処
、
二
人
の
友
情
の

証
が
鶴
舞
中
央
図
書
館
の
旧
蔵
書
の
中
に
残
っ
て
い
た
。

名
古
屋
公
衆
図
書
館
（
現
西
図
書
館
）
の
蔵
書
印
が
あ
る
洛
陽

堂
発
行
『
ハ
イ
ネ
評
伝
』
の
は
し
が
き
に
は
、「
こ
の
小
冊
子
の
出

版
に
就
い
て
、
友
小
酒
井
光
次
氏
の
多
大
の
行
為
と
盡
力
と
を
同

氏
に
深
く
感
謝
す
る
。 

大
正
五
年
十
月  

水
處
生
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
ま
た
、
不
木
の
処
女
出
版
で
あ
る
『
生
命
神
秘
論
』
に
は
市

立
名
古
屋
図
書
館
の
蔵
書
印
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
大
正
四
年
六

月
の
発
行
で
、
出
版
社
は
同
じ
く
洛
陽
堂
。

実
は
『
ハ
イ
ネ
評
伝
』
の
出
版
は
、
不
木
の

紹
介
に
よ
る
も
の
で
、
末
尾
に
は
不
木
が
書

い
た
解
説
も
あ
る
。
一
方
、『
生
命
神
秘
論
』

に
は
「
光
次
」
の
署
名
が
あ
り
、
不
木
が
贈

呈
し
た
も
の
だ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
藤
浪
修
一

氏
か
ら
の
寄
贈
本
で
あ
る
。 

『生命神秘論』の署名 



○不
○木

大
正
十
二
年
、
自
ら
設
計
し
た
家
に
移
住

そ
の
年
も
暮
れ
て
大
正
十
二
年
と
な
り
、
八
月
に
は
有
馬
温
泉

へ
行
く
つ
も
り
で
あ
つ
た
が
、
子
ど
も
が
病
氣
し
て
愛
知
醫
大
病

院
へ
入
つ
た
の
で
、
私
は
名
古
屋
へ
一
二
度
見
舞
ひ
に
出
た
。
そ

れ
程
私
の
健
康
は
恢
復
し
た
の
で
あ
る
。
有
馬
行
き
は
自
然
御
流

れ
に
な
り
九
月
に
入
つ
た
。
一
日
に
は
關
東
大
地
震
が
あ
り
、
二

三
日
後
大
東
京
の
惨
状
が
報
ぜ
ら
れ
て
び
つ
く
り
し
た
。

ー 

中
略 

ー

夏
頃
か
ら
、
名
古
屋
の
東

郊
御
器
所
に
自
分
の
設
計

し
た
家
が
建
築
さ
れ
つ
ゝ

あ
つ
て
、
そ
の
頃
漸
く
竣
功

し
た
の
で
、
私
は
十
月
二
十

九
日
に
新
宅
に
移
住
し
、
そ

れ
よ
り
今
日
ま
で
、
約
二

ヶ
月
半
餘
り
、
一
度
も
原

病
の
た
め
に
床
に
就
く
こ

と
な
し
に
暮
し
て
來
た
の

で
あ
る
。

『
闘
病
術
』（
春
陽
堂

大
正
十
五
年
）
の
附
録
「
私
の
病
歴
」
よ
り 小酒井不木邸 『小酒井不木全集』より 



□ト

父
親
と
し
て
の
小
酒
井
不
木

長
男
・
小
酒
井
望
に
と
っ
て
、
父
・
不
木
は
厳
格
な
父
親
だ
っ

た
と
い
う
。
ゲ
ン
コ
ツ
を
頭
に
食
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。 

し
か
し
、
と
き
に
は

「
洋
食
を
た
べ
に
連
れ

て
っ
て
や
る
」
と
望
を

鶴
舞
公
園
近
く
の
商
工

会
議
所
地
下
の
精
養
軒

へ
連
れ
て
行
く
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。
自
身

が
病
気
が
ち
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
一
家
で
旅

行
す
る
こ
と
も
数
え
る

ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
と

い
う
が
、
近
場
で
も
と

我
が
子
を
外
食
に
連
れ

出
す
、
父
親
と
し
て
の

不
木
の
や
さ
し
さ
が
垣

間
見
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
あ
る
。

『大名古屋便覧』 江崎浮山編 

大名古屋便覧発行所 昭和 11年 

『名古屋市街全図』 伴野辰次郎製図 

名古屋図書出版六楽会 大正 13年 



□ト

『
不
木
・
乱
歩
・
私
』
岡
戸
武
平
が
語
る
秘
話

知
多
郡
横
須
賀
町
（
現
東
海
市
）
生
ま
れ
の
岡
戸
武
平
は
名
古

屋
ゆ
か
り
の
文
学
者
の
一
人
で
あ
る
。
武
平
の
名
古
屋
と
の
縁
は
、

大
阪
時
事
新
報
社
時
代
に
肺
結
核
を
患
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。 

武
平
は
名
古
屋
市
立
八
事
診
療
所
に
入
所
し
、
つ
い
で
日
赤
診

療
所
に
移
り
、
半
全
快
の
状
態
で
退
所
す
る
。
そ
こ
に
舞
い
込
ん

で
き
た
の
が
不
木
の
助
手
の
仕
事
だ
っ
た
。 

小
酒
井
邸
を
訪
れ
る
と
話
は
す
ぐ

に
決
ま
っ
た
。
さ
し
あ
た
っ
て
の
仕
事

は
『
闘
病
術
』
を
書
く
こ
と
。
何
を
隠

そ
う
不
木
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
。

共
著
と
す
る
約
束
が
出
版
社
の
申
入

れ
で
不
木
の
単
著
と
な
り
、
そ
の
代

わ
り
に
序
文
の
最
後
に
武
平
へ
の
謝

辞
の
言
葉
が
入
れ
ら
れ
た
。
そ
れ
を

武
平
は
光
栄
な
こ
と
だ
と
言
う
。 

そ
し
て
、
乱
歩
と
の
再
会
も
不
木
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
書
斎

の
回
転
書
架
の
上
に
置
か
れ
た
耽
綺
社
の
集
ま
り
の
写
真
の
中
に

大
阪
時
事
新
報
社
の
同
僚
だ
っ
た
平
井
太
郎
が
写
っ
て
い
た
の
だ
。

平
井
太
郎
、
探
偵
小
説
家
・
江
戸
川
乱
歩
の
本
名
で
あ
る
。 

『闘病術』（昭和 2年 4月 10日発行の 132版）

と名古屋豆本『不木・乱歩・私』 

●

●



◇国
◇枝

国
枝
史
郎
が
語
る
小
酒
井
不
木

故
小
酒
井
不
木
氏
は
名
古
屋
市

に
於
け
る
寵
児
で
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ

る
会
合
へ
引
っ
張
り
出
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
の
講
演
会
へ
引
っ
張
り
出
さ

れ
、
驚
く
ば
か
り
に
多
方
面
の
人
に
、

訪
問
を
さ
れ
、
氏
に
於
て
も
い
ろ
い
ろ
の
人
を
訪
ね
た
。

ー 

中
略 

ー

か
と
思
う
と
氏
は
素
人
の
芝
居
な
ど
の
、
舞
台
監
督
を
や
ら
れ

た
り
、
キ
ャ
フ
ェ
ー
へ
出
か
け
て
談
笑
し
た
り
、
諸
方
面
の
歓
迎

会
や
送
別
会
な
ど
へ
、
常
に
出
席
を
し
て
倦
ま
な
か
っ
た
。
東
京

そ
の
他
の
方
面
か
ら
、
名
古
屋
市
へ
来
た
文
人
や
俳
優
や
、
学
者

や
雑
誌
編
輯
者
な
ど
は
、
一
度
は
大
概
氏
の
家
を
訪
う
た
。
そ
う

し
て
一
度
訪
う
た
者
は
、
そ
の
後
必
ず
訪
問
し
た
。

ー 

中
略 

ー

か
く
も
氏
が
名
古
屋
に
於
て
寵
児
と
な
っ
た
の
は
、
趣
味
が
多

方
面
で
あ
り
、
話
が
聞
き
上
手
で
あ
り
、
性
質
が
さ
っ
そ
く
で
あ
っ

て
渋
滞
せ
ず
、
感
情
的
で
無
く
む
ら
気
で
な
く
、
理
性
的
で
あ
っ
て

親
切
で
あ
り
、絶
対
に
信
頼
さ
れ
る
人
―
―
そ
う
い
う
人
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。 

『
別
冊
・
幻
影
城
№
１
６

特
集
：
小
酒
井
不
木
』「
小
酒
井
不
木
氏
の
思
い
出
」
よ
り

『日本探偵小説集 第 18篇』 

国立国会図書館デジタル 

コレクションより



○蓬

小
酒
井
不
木
文
庫
と
資
料

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
の
和
装
本

書
庫
に
は
、
小
酒
井
不
木
の
遺
族

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
図
書
（
小
酒
井

不
木
文
庫
）
と
資
料
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
資
料
は
、
不
木
と
息
子
の

望
が
収
集
し
た
浮
世
絵
・
葉
書
な

ど
が
中
心
だ
が
、
不
木
の
日
記
や
草
稿
も
含
ま
れ
て
い
る
。 

蟹江で実際に起こった事件をもとにした創作『通夜の人々』の草稿、

名古屋鶴舞町に私立探偵事務所を持つ名探偵・野々口雄三が登場する

（名古屋市蓬左文庫蔵） 

名古屋が舞台の小説『疑問の黒枠』 

（名古屋市蓬左文庫蔵） 

蓬
左
文
庫
に
つ
い
て

東
区
徳
川
町
、
徳
川
園
・

徳
川
美
術
館
隣
接
に
名
古

屋
市
蓬
左
文
庫
が
あ
る
。
尾

張
徳
川
家
の
旧
蔵
書
を
中

心
に
和
漢
の
優
れ
た
古
典

籍
を
所
蔵
す
る
公
開
文
庫
。

さ
ら
に
、
尾
張
徳
川
家
に
伝

え
ら
れ
た
絵
図
、
古
地
図
な

ど
所
蔵
内
容
の
豊
富
さ
が

特
徴
と
な
っ
て
い
る
。



江戸川乱歩エピソード集 

1. 大根畑の中の学校（現瑞陵高校）に通う

2. 処女作も処女出版も不木のお膳立て

3. 不木邸を訪ね、不木に創作をすすめる

4. 七本松の寸楽園で小説を合作

5. 大須ホテルの陰気な部屋を愛用

6. 大須ホテル、横溝正史の隣で

17 



□乱
□歩

大
根
畑
の
中
の
学
校
（
現
瑞
陵
高
校
）
に
通
う

お
や
じ
の
チ
ョ
ッ
キ
を
着
て
、
サ
ー
ベ
ル
を
さ
げ
て
、
友
達
一

人
な
く
、
独
り
ぼ
っ
ち
で
威
張
っ
て
い
る
う
ち
に
、
学
齢
が
来
た
。

名
古
屋
市
白
川
尋
常
小
学
校
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
大
根
畑
の
熱
田

中
学
第
一
回
卒
業
生
で
あ
る
。
か
け
足
が
ゾ
ッ
と
す
る
程
い
や
。
器

械
体
操
の
か
い
も
く
で
き
な
い
弱
虫
。
そ
の
上
内
気
者
の
に
や
け

少
年
。
強
い
奴
に
い
じ
め
ら
れ
る
た
め
に
生
ま
れ
て
来
た
よ
う
な

男
。
で
、
学
校
は
半
分
く
ら
い
病
気
欠
席
。 

「
一
頁
自
伝
」
（『
江
戸
川
乱
歩
推
理
文
庫
５
７
』

講
談
社

所
収
）
よ
り

明治 42年 3月発行の『名古屋案内地図』（部分） 

乱歩は明治 40 年に開校した愛知県立第五中学校の

第 1 回卒業生である。第五中は大正 11 年に愛知県熱

田中学校と改称、昭和 23 年に愛知県立瑞陵高等学校

と改称しているので、卒業時点の校名は第五中。 

なお、この地図は鶴舞公園の公園名が決定する前の

地図のため、公園予定地には候補の一つであった「名

古屋公園」と表示さている。 



□乱
□歩

処
女
作
も
処
女
出
版
も
不
木
の
お
膳
立
て
で

私
の
処
女
出
版
は
大
正
十
四
年
七
月
、
春
陽
堂
か
ら
出
し
た
短

編
集
「
心
理
試
験
」
で
あ
っ
た
。
処
女
作
「
二
銭
銅
貨
」
を
「
新
青

年
」
に
発
表
し
た
の
が
大
正
十
二
年
四
月
号
だ
か
ら
、
二
年
あ
ま

り
た
っ
て
本
が
出
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
二
年
間
は
他
に
勤
め
を
持

っ
て
い
て
、
全
く
の
余
技
と
し
て
や
っ
て
い
た
の
で
、
作
量
も
ご

く
少
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
短
篇
全
部
を
集
め
て
、
や
っ
と
一
冊
の

本
に
な
っ
た
。

私
の
処
女
作
は
故
小
酒
井
不
木
博
士
の
賛
辞
つ
き
で
発
表
さ
れ

た
が
、
こ
の
処
女
出
版
も
小
酒
井
さ
ん
が
春
陽
堂
に
話
し
て
、
ち
ゃ

ん
と
お
膳
立
て
を
し
て
、
名
文
の
長
い
序
文
を
書
い
て
下
さ
っ
た
。

ド
イ
ツ
製
の
エ
ビ
茶
色
ク
ロ
ー
ス
に
金
文
字
の
表
紙
、
内
容
は
コ

ッ
ト
ン
紙
の
感
じ
の
い
い
本
で
、
定
価
は
二
円
。
当
時
と
し
て
は

よ
く
売
れ
た
の
で
、
春
陽
堂
は
そ
の
後
ひ
き
つ
づ
き
私
の
本
を
出

し
て
く
れ
た
。
私
は
作
家
生
活
三
十
余
年
の
あ
い
だ
に
い
ろ
い
ろ

な
形
で
二
百
五
十
冊
ほ
ど
本
を
出
し
た
が
、
こ
の
処
女
出
版
は
そ

の
中
で
も
最
も
気
に
入
っ
て
い
る
装
釘
の
一
つ
で
あ
る
。

「
処
女
出
版
」
（『
江
戸
川
乱
歩
推
理
文
庫
５
７
』

講
談
社

所
収
）
よ
り



○不
○木

不
木
邸
を
訪
ね
、
不
木
に
創
作
を
す
す
め
る

私
は
、
江
戸
川
氏
に
む
か
っ
て
、
探
偵
小
説
家
と
し
て
立
っ
て

は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
す
す
め
た
。
す
る
と
、
森
下
氏
あ
た
り

か
ら
も
、
そ
の
話
が
あ
っ
た
と
見
え
、
同
氏
は
『
心
理
試
験
』
の
原

稿
を
私
に
送
り
、
こ
れ
で
探
偵
小
説
と
し
て
立
ち
得
る
か
ど
う
か

を
判
断
し
て
く
れ
と
い
う
よ
う
な
意
味
の
手
紙
を
寄
せ
た
。 

ー 

中
略 

ー

そ
こ
で
、
更
に
大
い
に
す
す
め
た
の
で
あ
る
が
間
も
な
く
、
一

度
上
京
し
て
、
色
々
な
人
に
逢
っ
て
決
し
た
い
。
そ
の
序
で
に
立

ち
寄
る
と
い
う
手
紙
が
来
た
。
私
は
大
に
待
っ
た
。
十
四
年
の
一

月
、
と
う
と
う
や
っ
て
来
た
。
初
対
面
の
挨
拶
に
頭
の
毛
が
う
す

い
の
を
気
に
す
る
言
葉
が
あ
っ
た
。

ー 

中
略 

ー

同
氏
は
こ
の
と
き
、
頻
り
に
私
に
、
創
作
に
筆
を
そ
め
る
よ
う
す

す
め
た
。
私
も
、
創
作
を
し
て
見
よ
う
か
と
い
う
心
が
、
少
し
ば
か

り
動
い
て
居
た
と
き
で
あ
る
か
ら
、
と
う
と
う
小
説
を
書
く
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。『
女
性
』
四
月
号
に
出
た
『
呪
わ
れ
の
家
』
が

い
わ
ば
私
の
処
女
作
で
あ
っ
た
。 

「
江
戸
川
氏
と
私
」
よ
り



□乱
□歩

七
本
松
の
寸
楽
園
で
小
説
を
合
作

昭
和
二
年
の
末
か
ら
四
年
の
秋
ご
ろ
ま
で
、
小
酒
井
不
木
、
国

枝
史
郎
、
平
山
廬
江
（
以
上
故
人
）
、
長
谷
川
伸
、
土
師
清
二
、
江

戸
川
乱
歩
の
六
人
が
、
「
耽
綺
社
」
と
い
う
小
説
合
作
の
組
合
を
作

っ
て
、
毎
月
一
度
名
古
屋
市
に
集
ま
っ
て
い
た
。 

小
酒
井
、
国
枝
の
両
氏
が
名
古
屋
の
住
人
で
、
二
人
と
も
病
身

だ
っ
た
の
で
、
ほ
か
の
も
の
は
、
わ
ざ
わ
ざ
名
古
屋
ま
で
出
か
け

て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
多
く
は
一
、
二
泊
、
時
に
は
数
日
滞
在
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

「
寸
楽
園
」
と
い
う
同
市
の
料
亭
に
集
ま
り
、
筆
記
者
を
そ
ば
に
お

い
て
、
六
人
で
小
説
の
筋
を
こ
し
ら
え
る
。
そ
れ
を
筆
記
者
が
文
章

に
し
た
の
を
、
メ
ン
バ
ー
の
だ
れ
か
が
目
を
通
し
筆
を
加
え
て
雑

誌
社
に
渡
す
と
い
う
、
ま
こ
と
に
虫
の
よ
い
売
文
業
で
あ
っ
た
。 

「
耽
綺
社
」（
『
江
戸
川
乱
歩
推
理
文
庫
５
７
』

講
談
社

所
収
）
よ
り

寸楽園の広告 

『大名古屋便覧』 

江崎浮山編 大名古屋便覧発行所 

昭和 11年 



□乱
□歩

大
須
ホ
テ
ル
の
陰
気
な
部
屋
を
愛
用

大
須
ホ
テ
ル

と
い
う
旅
館
は
、

昔
そ
の
土
地
に

遊
郭
が
あ
っ
た

こ
ろ
、
一
番
大
き

な
遊
女
屋
だ
っ

た
建
物
を
、
そ
の

ま
ま
旅
館
に
し

た
も
の
で
、
こ
の
写
真
の
部
屋
は
そ
の
大
き
な
建
物
の
最
も
奥
ま

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
八
畳
に
三
畳
か
四
畳
の
次
の
間
が
つ
い
て

い
た
。
長
谷
川
伸
さ
ん
の
説
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
遊
女
屋
時
代
の

「
ト
ヤ
部
屋
」
と
い
う
も
の
で
、
永
わ
ず
ら
い
の
遊
女
を
と
じ
こ

め
て
お
く
部
屋
だ
っ
た
ら
し
い
の
だ
が
、
な
に
か
陰
惨
な
気
が
漂

っ
て
い
て
、
む
か
し
心
中
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感

じ
が
、
か
え
っ
て
私
を
引
き
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
の
客
部
屋

か
ら
遠
く
は
な
れ
て
シ
ー
ン
と
静
ま
り
か
え
っ
た
こ
の
陰
気
な
部

屋
を
、
私
は
自
分
の
部
屋
と
き
め
て
、
い
つ
も
そ
こ
へ
泊
る
こ
と
に

し
て
い
た
。 

「
耽
綺
社
」（
『
江
戸
川
乱
歩
推
理
文
庫
５
７
』

講
談
社

所
収
）
よ
り

『名古屋観光案内』 

（名古屋観光協会 昭和 8年）の広告 



□ト

大
須
ホ
テ
ル
、
横
溝
正
史
の
隣
で

昭
和
２
年
、
乱
歩
は
放
浪
の
旅
の
途
上
だ
っ
た
。
横
溝
正
史
は

知
人
に
旅
費
を
貸
し
て
も
ら
い
京
都
ま
で
乱
歩
を
追
い
か
け
た
。

京
都
の
宿
屋
に
押
し
か
け
、
な
だ
め
つ
、
す
か
し
つ
、
お
ど
し
つ
と

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
つ
く
し
た
揚
句
、「
旅
の
帰
り
に
小
酒
井
不
木
氏

の
と
こ
ろ
で
旅
行
中
に
書
い
て
お
い
た
原
稿
を
渡
す
」
と
乱
歩
は

約
束
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
約
束
の
日
に
名
古
屋

の
小
酒
井
氏
の
と
こ
ろ
で
落
ち
合
う

と
「
と
う
と
う
書
け
な
か
っ
た
」
と
い

う
返
事
。
そ
の
晩
、
乱
歩
と
正
史
は
名

古
屋
の
大
須
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。
枕
を

並
べ
て
寝
て
い
た
乱
歩
が
む
っ
く
り
起
き
て
鞄
を
ゴ
ソ
ゴ
ソ
し
た

後
、
便
所
に
行
っ
た
。
再
び
戻
っ
て
き
て
「
実
は
僕
、
書
い
て
い
た

ん
だ
よ
。
し
か
し
、
あ
ま
り
自
信
が
な
い
か
ら
小
酒
井
さ
ん
の
前

で
だ
し
か
ね
た
の
だ
」
と
言
う
。
正
史
は
驚
喜
し
て
飛
び
起
き
た
。

し
か
し
、
乱
歩
は
「
と
こ
ろ
が
、
い
ま
便
所
の
中
へ
破
っ
て
捨
て
て

き
た
」
と
続
け
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
時
、
乱
歩
が
便
所
へ
捨
て
た
の

が
傑
作
「
押
絵
と
旅
す
る
男
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
正
史
は
、「
こ

の
い
き
さ
つ
を
思
い
出
す
と
、
穴
へ
入
り
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
。 

大正 15 年、作家活動に本腰を入れ

るべく上京。夏、近所の神楽坂の写

真館にて写す。 

『江戸川乱歩アルバム』河出書房新

社



ＳＦとは 
サイエンス・フィクション（science fiction）

の略で、かつては「科学小説」または「空想科学小

説」の語があてられていた。広く公認された定義

は確立されておらず、ＳＦ作家の数ほどＳＦの定

義があり、しかもどの定義にも何かが欠けている

とも言われている。 

自己のルーツとアイデンティティを模索する日

本ＳＦ界は、小酒井不木の作品にＳＦ性を見いだ

した。柴野拓美は「日本ＳＦ史雑論」の中で、“小

酒井不木が探偵小説界に登場したのは大正十年頃。

ここで初めて日本人による純ＳＦと言えるものが

生まれた。心臓の鼓動のグラフで人間の感情を測

定するという「恋愛曲線」や、機械の心臓をとり

うけた人間が、感情を失うという「人工心臓」等、

共に大正十五年に発表されたもので、当時として

は極めて斬新な発想だった”と述べている。

参考：『日本大百科全書 3』 小学館 1985年 

『柴野拓美ＳＦ評論集』 柴野拓美著 東京創元社 2014年 
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小酒井不木を青空文庫で読む 

これらの作品には、今日からみれば、不適切と受け取られ

る可能性のある表現があります。 

恋愛曲線 

 

人工心臓 

名古屋スケツチ 

広小路伯爵が登場する随筆 

好色破邪顕正 

全編を通じて名古屋が舞台 

【作品データ】の「青空 in Browsersで縦書き表示。PC、ス

マホ、タブレット対応」をタップする（画面を指で触れる）

と、ブラウザで縦書き表示されます。 

日本人による初めての純ＳＦ作品 

25 



主な参考資料・出典一覧 
◎小酒井不木 年譜

『小酒井不木随筆評論選集 第 8巻』 本の友社 2004年

『小酒井不木』（叢書『新青年』） 博文館新社 1994年

『子不語の夢 江戸川乱歩小酒井不木往復書簡集』 浜田雄介編 乱歩蔵びらき委員会発行 2004年

◎江戸川乱歩 年譜

『乱歩と名古屋』 小松史生子著 風媒社 2007 年

『現代作家辞典 新版』 大久保典夫編 東京堂出版 1982年

『私の履歴書 第 3集』 日本経済新聞社編 日本経済新聞社 1957年

◎小酒井不木・江戸川乱歩 名古屋文学地図

『名古屋市居住者全図 昭和 4年調昭和 8年調』 1938年

『愛知県立第一中学校』（なごやコレクション（名古屋市史資料写真集））

『名古屋観光案内』 名古屋觀光協會編纂 名古屋觀光協會 1933年

大須ホテルの広告 

『名古屋名妓』 芝居屋 出版年不明 

寸楽園の広告 

『江戸川乱歩アルバム』 新保博久編 河出書房新社 1994年 

『名古屋案内地図 訂正 3版』 外松鉙三郎著 菊花堂 1967年（市 20-132 なごやコレクション） 

第五中学校付近 

『尾張新舞子海水浴場』（愛 16-05 なごやコレクション（名古屋の絵葉書集）） 

『子不語の夢 江戸川乱歩小酒井不木往復書簡集』 浜田雄介編 乱歩蔵びらき委員会発行 2004年 

大正 14年 009 不木書簡 1月 7日 ハガキ 

「回想 肱掛椅子の凭り心地」 『新青年』 昭和 4年 6月号 

「名古屋物語」 名古屋市図書館ホームページ（名古屋なんでも調査団） 

◎小酒井不木・江戸川乱歩を中心とする名古屋ゆかりの文学者相関図

『名古屋豆本 第 32集 不木・乱歩・私』 岡戸武平著 亀山巌 1974年

『ある句会 ねんげ俳句会半世紀』 ねんげ句会 1980年

『蒼人遺稿』 殿島蒼人著 丸屋工房 1975年

◎小酒井不木・江戸川乱歩 名古屋ゆかり年表とエピソード集

『子不語の夢 江戸川乱歩小酒井不木往復書簡集』 浜田雄介編 乱歩蔵びらき委員会発行 2004年

「江戸川乱歩・小酒井不木関連年表」 

「江戸川氏と私」 
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『藤浪水處の翻訳文学 廣小路伯爵小伝』 木下信三 2014 年 

『闘病術』 小酒井不木著 春陽堂 1926 年 

『名古屋豆本 第 32集 不木・乱歩・私』 岡戸武平著 亀山巌 1974 年 

『大名古屋便覧』 江崎浮山編 大名古屋便覧発行所 1922 年 

  精養軒の広告 

  寸楽園の広告 

『別冊・幻影城 №16 特集：小酒井不木』 1978 年 3 月号 

「父不木の思い出」 小酒井望著 

 「小酒井不木氏の思い出」 国枝史郎著 

『名古屋市街全図』 伴野辰次郎製図 名古屋図書出版六楽会 1924 年 

『江戸川乱歩推理文庫５７』 講談社 1988 年 

  「一頁自伝」 

  「処女出版」 

  「耽綺社」 

◎ＳＦとは

『日本大百科全書 3』 小学館 1985 年

『柴野拓美ＳＦ評論集』 柴野拓美著 東京創元社 2014 年
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